
一橋大学・その他部局等・名誉教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６１３

基盤研究(C)（一般）

2022～2018

ロシアの新規大規模産業連関表とそのグローバル経済分析への応用に関する総合研究

Studies on Russia's New Large-scale Input-Output Tables and their Applications 
to Global Economy

７０１１１６９８研究者番号：

久保庭　眞彰（KUBONIWA, Masaaki）

研究期間：

１８Ｋ０１５４０

年 月 日現在  ５   ６ １９

円     3,000,000

研究成果の概要（和文）：本研究では，ロシアの2011年と2016年の大規模かつ詳細な基準（ベンチマーク）とな
る供給・使用表（SUT）と対称的産業連関表(IOT)ならびにそれらを延長した2012―2015年と2017―2020年のSUT
について詳細な検討を行った．また，これらのデータを用いて，石油・ガス産業等や軍事産業を含むロシアの生
産・支出面全体にわたる産業・生産物構造を分析し，付加価値貿易の分析を行った.

研究成果の概要（英文）：I clarified the epoch-making features of Russia’s large-scale benchmark 
supply and use tables (SUT) and symmetric input-output tables (IOT) for 2011 and 2016, and their 
extended SUT for 2012-2015 and 2017-2020. Using these data, I analyzed Russia’s industrial 
structure and international trade with special emphasis on the oil and gas industry, the military 
industry, and the international trade in value added. 

研究分野：比較経済論,　経済統計論,　産業連関論

キーワード： ロシア　産業連関表　供給・使用表　石油・ガス　軍事産業　国際産業連関表　付加価値貿易

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により，ロシアの経済循環と産業・貿易構造の一般的かつ詳細な姿と，その特異性が国際比較において初
めて明瞭になった．また,　ロシアの経済統計の到達点と問題点も明らかになった.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

ソ連崩壊後のロシアにおいて，国民経済計算体系の旧来の物的生産物体系（MPS）から国際標

準の SNA への転換が本格的に進行し，1995 年以降について SNA 型供給・使用表（SUT）と対称的

産業連関表（IOT）の作成が試みられてきた．しかし，2018 年までは，公表 SUT・IOT は 20 部門

程度の小規模表のみであった．2019 年以降になって，2011 年と 2016 年を対象とした詳細な基準

となるベンチマーク SUT・IOT が初めて作成・公表された．実に 200 以上の生産物と 100 以上の

産業にわたって作成・公表された SUT・IOT で，ロシア経済の委細に関する貴重な情報を初めて

与える画期的なデータであった．また，ベンチマーク表を基にした詳細な2012―2015年延長SUT，

2017―2020 年延長 SUT も作成・公表された．こうした背景のもとに本研究は実施された． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は，(1) ロシアの 2011 年,2016 年の大規模産業連関表と 2012―2015,2017―2020

年延長表の画期性について詳細な検討を行い，(2)石油・ガス産業・生産物に関する生産物税，

特に輸出税と，貿易レントの流通マージンへの混入という特異性を考慮した修正や価格表示に

ついて補正を行った代替的な組換え産業連関表を初めて提示し，(3)産業部門分類に対応して軍

事産業の分析も行うこと，(4)新規産業連関表を 126 部門，98部門，59部門, 30 部門，1部門レ

ベルで利用し，ロシア国内産業構造を基本価格表示と生産者価格表示で分析すること，(5)新規

産業連関表を国際産業連関表の中に組み込み，グローバルサプライ・バリューチェーン（GVC）

の現状について，EU 等との相互依存関係や独自の付加価値貿易の分析により明らかにすること

である． 

 

３． 研究の方法 

重視した研究方法は，国際比較の観点からロシア SUT・IOT ならびにロシア経済の一般性と特異

性を明らかにすることであった．特に，石油・ガス大国ノルウエーの SUT・IOT，ロシア当局が重

視している EU 諸国の SUT・IOT や米国の SUT・IOT との比較を重視した．また，産業連関分析・

時系列計量経済分析の最新の研究成果を活用して，ロシア SUT・IOT の特徴を分析することに力

点をおいた．これには，最近の国際産業連関表とその利用による付加価値貿易分析にロシア SUT・

IOT を組み込むことも含まれた． 

 

４．研究成果 

 

研究開始後に公表された 2016―2020 年のベンチマーク表や延長表も含めて，SUT についてデ

ータ構造を検討した．石油・ガス部門の輸出税，輸出商業マージンを石油・ガス付加価値（基本



価格）に加えて，石油・ガス部門の生産と貿易を統合し，石油・ガス部門の生み出す GDP（市場

価格）の系統的再計測を実施した．これにより，石油・ガス産業 GDP の比重は，公表データから

直接計算される 10%程度から再計測された 20%前後へと倍増し，実態をよりよく反映されるよう

になった．また，ロシア産業連関表の国際産業連関表への新たな組み込みによるグローバル・バ

リューチェーン(GVC)の分析を本格的に開始するために,OECD の新規国際産業連関表体系

(ICIO2021)を利用した EU-Russia 間の産業連関の利用研究を実施した．これらの成果の一端は,

トレント大学（イタリア）や国立政治大學（台湾）や日本における国際会議で報告し討議を重ね

ると同時に英文論文として出版した．2016 年までのデータは，欧州標準産業分類（NACE version 

1）に基づいており，公表表の「その他輸送機械」部門には大量の軍事産業製品（軍艦，戦闘機，

軍用ヘリコプター，戦車，弾薬，核処理等）が算入されていることを公式データにより初めて明

確にし，この部門の成長が石油・ガス価格急落による GDP 成長低下を食い止める作用を果たした

ことを明らかにした．こうした分析はロシア軍事産業の生産（中間投入・付加価値）・支出（中

間需要,消費，投資，輸出）の内実に初めてメスをあてているため，NATO 研究者を含め，国際的

にも注目をあびた． 

輸入中間財に関する垂直分業に注目して，ロシアの産業別垂直分業度（輸出に占める，輸出が

誘発する輸入中間財付加価値）の現状を詳細にわたって明らかにした．こうした試みは，国際産

業連関分析による GVC の本格的な分析を進展させる土台となるものである．また，JICA と UNDP

が主催した，中央アジアのトルクメニスタン統計局員に対する支援のコースリーダーとして，

SUT の作成についてロシア・EU・日本・米国の事例を用いた系統的チュートリアルセミナーも実

施した．今後，ロシアの新規大規模 SUT・IOT の意義と重要性についての知識をより一層周知徹

底させるよう努める．OECD データをロシア公表データに即して再編成し，それに応じて世界各

国との輸出入マトリックスも系統的に再編した結果も提示したい（OECD データはロシア公表デ

ータや本研究による修正データを十分利用していないため大きな不備がみられる）．クスウクラ

イナの SUT・IOT ならびに国際産業連関表とリンクさせて，ウクライナ戦争のロシア経済とウク

ライナ経済さらに国際経済に対するインパクトおよび両国の復興措置を明らかにするよう分析

を拡張することも今後の重要課題と考えている． 
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